
基地の位置

周防灘

玄界灘

九州山地
英彦山
1200m

国東半島



基地の特性

行橋市
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高射地区 飛行場地区



昭和１４年（1939年） 飛行場建設開始

昭和１７年（1942年） 築城海軍航空隊 開隊

昭和２０年（１942年） 特別攻撃隊が編成

３月１８日 神風特別攻撃隊 菊水部隊銀河隊が出撃
（５機 １５名散華）

基地の沿革

陸上爆撃機「銀河」

基地内にある記念碑

（昭和54年3月17日）

１９４７年（昭和２２年）



T-33

昭和２０年（1945年）

８月１５日 終戦

９月 築城海軍航空隊廃止

（築城飛行場として、大蔵省が管理）

昭和２１年（1946年） 米軍進駐

昭和２９年（1954年） 防衛庁・航空自衛隊発足

昭和３０年（1955年） 臨時築城派遣隊編成

ジェット練習機（T-33）の

操縦訓練開始（米軍は駐留したまま）

昭和３２年（1957年） 米軍から航空自衛隊に基地全面返還

「航空自衛隊 築城基地」設置

日本人によるジェット戦闘機初飛行基地

昭和３９年（1964年） 第８航空団新編 （F-86､Ｔ-33)

米軍駐留時

F-86

基地の沿革



装備品の状況（変遷）

第１０飛行隊 第３０４飛行隊 第８飛行隊

Ｆ-１５Ｆ－４

Ｆ-２Ｆ-１

Ｆ－８６Ｆ

Ｆ－８６Ｆ

PAC-3ﾍﾟﾄﾘｵｯﾄナイキ

（昭和３９年）

Ｆ-２

（昭和５２年） （平成２年） （平成２８年）

第６飛行隊
（昭和３９年） （昭和５６年） （平成１８年）

第７高射隊
（昭和４１年） （平成６年） （平成２１年）



練習機 Ｔ－４

主要装備品（航空機）

第６飛行隊(6SQ)・第８飛行隊(8SQ)

戦闘機 Ｆ－２Ａ／Ｆ－２Ｂ
(単座機)   (複座機)



主要装備品（基地防空火器）

８１式地対空誘導弾基地防空用地対空誘導弾

第８基地防空隊



第 ８ 航 空 団

築

城

基

地
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築城基地の構成

西 部 高 射 群 第 ７ 高 射 隊

西部航空施設隊第 ３ 作業隊

築 城 管 制 隊

航 空 支 援 隊

築 城 気 象 隊

築 城 地 方 警 務 隊


